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科学文化センターの展示

科学文化センターと聞いてすぐに思いだすのは、

なんでしょうか。たいていの人は、星座や星の話

を見るプラネタリウムと、 2 階にある展示室を最

初に思いうかぺるのではないでしょうか。それ以

外としては自然教室や科学教室などでしょか。

科学文化セ ンターでは、実際には 4 つの仕事を

しています。 一つは応山の自然を調べるため、動

物や植物、昆虫、岩石や化石などの査料を集め、

標本として保存する「収集保管事業」です。次は、

集めた標本や、いろいろな調究によって富山の自

然を考えたり、天文観測などをしたりする「調査

研究事業」です。この 2 つの仕事は博物館の碁礎

となる仕事です。そして、これらの仕事の成果が、

自然教室や科学教至などの「袢及教育事業」や、

みなさんもよく知っている、 「展示事業」の中に

出てきます。

今回はこれら 4 つの仕事の中から展示の仕事を

紹介します。

科学文化センターには、いつでも兄れる常設の

展示室として「自然史展示室」「季節展示室」「理工

展示室」の 3 つと、期間を決めて特別展や館蔵品

展、写真展などをする「特別展示室」もあります。

このほかに変わった展示の形として「かがくの

広場」があります。科学文化センターには博物館

の専門職員である学芸員が12 名いますが、このう
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図I. 自然史展示室 ージオラマー

ちの自然史と理工部門の 9 人の学芸貝が 1週間交

替で、それぞれの専・門分野に関係した内容の話や

実験を、 この「かがくの広場」で行なっています。

ここでは、お客さんと学芸且との間の楽しいやリと

りがあり、学芸員が「生きた展示」になっています。

これらの展示の中に出てくる情報は、学芸11 の

研究成果ばかりではなく、ほかの研究者の研究の

成果や関係する学会での学説など、・,屯山の自然を

知るために必要と思われるものを集めています。

また、展示している標本類は、学芸員がU 頃集めて

いるたくさんの標本の中の一部が使われています。

それでは、科学文化センターの常設の展示室で

ある「自然史展示室」と「季節展示室」「理工展示

室J をち ょっと見てみましょう。

と最も広い展示

室で、入り口にあるジオラマがシンポルです。
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図2. 2 階展示室案内
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図3. 理工展示室 一雪の結品一

このジオラマは、わたしたちのご先祖様が住みつ

く以前の、富山の平野部や丘陵地幣の自然の様_f

を想定して再現したものです。どうですか、現在

史展示奎の前半は、過去から現在の自然の様子の

変化を展示し、そこから人間の生活と自然とのか

かわ I) あいを紹介しています。後半は、化石や岩

石の展示をとおして、窪山の地学的ななりたちや、

もっと広く地球の歴史を紹介しています。大きな

ナウマン象や肉食恐竜のアロサウルスの化石が目

につきます。

この後半部分の展示は、出 1=1に向かうほど歴史

が古くなります。そして、 :11} 後の天文展示コーナ

ーでは太賜系の誕生のようすや、そのときのなご

りとも言える隕石の展示をしています。ここでは、

現在から、太比系の誕生までの46 億年もの間ので

きごとのほんの一部を、わずか20m ほどの距離の

なかにギュ ッと押し込んでいます。

次に「季節展示室」を見てみましょう 。

ここは平成 1 年の 7 月にでき たばかりのコーナ

ーで、砧山の1囮季を、写真やピテオ、 ミニジオラ

マで紹介しています。この展示の特徴は季節ごと

に内容を変えることで、その時の季節と、次に米

る季節の様子を部屋の両側の整而で紹介していま

す。

三番目は「理工展示室」です。

「理工展示室」では、実験をしたリバ‘ノコンに

さわったりしながら楽しむことができます。

館がオープンした品初の展示は「水の働きとエ

ネルギー交換」というテーマで、水が豊富な富山

県にちなんで、水車などの水を動力とする道具や、
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竜気エネルギーから熱や光などへの変化の仕組み

やコンピュータに関することまで展示していまし
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そして、館のオープン 5 年半後の昭和61 年 5 月

に全体を展示替えしました。最初の展示の展示装

阻の一部は現在も 2 階ロピーに罹いてあります。

現在の展示は「水と雷氷の世界」というテーマ

で、わたしたちの珠らしの中でなくてはならない

水と、富山での冬の生活で絶対にはなれることの

できない雷や氷について、科学の目をとおして紹

介しています。また、これらの水の展示を通して、

より広く科学の世界の楽しさを紹介しています。

水も、 雷や氷も、化学式で料くと同じ出0 です。

つまり、ここは全国の博物館の中でもあまり例の

ない、水 ・出0 の展示室なのです。

最初のコーナーは、水を科学するコーナーです。

ここでは、水そのものの物理的 ・化学的な性質の

ほか、水を使って、液体の性質も紹介しています。

水の流れで静遁気を起こす水滴発屯装沼や、水の

屯気分解装沼などいろいろあります。

まん中の部分は水と遊ぶコーナーです。水では

かる1本煎計や、超音波を使って波紋を作る装骰な

どがあります。また、その横には気象衛品「ひま

わり」から雲の画像を受信する装骰や昭和26 年か

らの出・山の天気を調ぺることのできる天気調ペコ

ンピュータもあります。

一番奥は、宙と氷のコ ーナーです。美しい雷の

結品のでき方や氷の性質などを調ぺることができ

ます。ここでは、富山の雷の特長なども紹介して

あります。

最後に、もうすぐ自然史展示室と理工展示室の

展示替えの設計を始める予定です。新しい展示の

中では、開館してからこれまでに集めた富山の自

然についての森料や研究成果が、栢本や装沼、解

説パネル、そして、ピデオやパソコンなどの梢報

機器を利用してふんだんに紹介されます。

そして、これらの展示をとおして、富山の自然に

関する情報と共に、外からは見えない学芸員の査

料集めや研究などの仕事も知ることができます。

（ほうのき ひではる 化学担当学芸員）


